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A-Policy

　
J
A
全
農
長
野
生
産
振
興
部
は
、
こ
れ
ま

で
野
菜
・
果
樹
に
特
化
し
た
生
産
振
興
や
災

害
に
強
い
施
設
化
及
び
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普

及
推
進
、
優
良
種
苗
の
安
定
供
給
、
営
農
指

導
員
の
支
援
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
基
準
の
準
拠
に
よ
る

安
全
安
心
な
農
産
物
の
生
産
体
制
、
技
術
情

報
誌
発
行
な
ど
生
産
現
場
を
軸
に
事
業
展
開

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
昨
年
の

試
験
調
査
・
実
証
の
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

点
か
ら
面
へ
と
取
組
み
を
広
げ
る
と
共
に
、

新
た
な
農
業
振
興
事
業
へ
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
ま
い
り
ま
す
。

■
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
を
起
点
と
し
た

　
生
産
振
興︵
果
菜
類
の
推
進
︶

　
マ
ー
ケ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
生
産
振

興
の
重
点
品
目
と
し
て
、
果
菜
類
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
特
に
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
昨
年

の
試
験
か
ら
、
接
ぎ
木
苗
の
利
用
に
よ
る
収

量
性
向
上
と
秋
口
の
収
穫
量
ア
ッ
プ
の
有
効

性
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
に
つ
い

て
昨
年
末
よ
り
情
報
発
信
を
行
い
、
接
ぎ
木

苗
の
定
植
は
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
業
務
用
き
ゅ
う
り
は
、
き
の
こ
生
産

者
が
夏
場
対
策
と
し
て
取
り
組
み
、
評
価
を

受
け
た
た
め
、
本
年
度
は
更
に
取
り
組
む
生

産
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
も
、
い
く
つ
か
の
試
験
等
を
行
い

な
が
ら
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
・
き
ゅ
う
り
の
栽
培

面
積
・
収
量
増
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
更
に
今
年
は
、新
た
な
品
目
と
し
て「
ピ
ー

マ
ン
」
に
着
目
し
、
県
下
４
カ
所
に
よ
る
試

験
を
組
み
立
て
て
い
ま
す
。
仕
立
て
方
、
潅

水
対
策
な
ど
に
よ
り
反
収
増
加
の
実
証
を
行

い
、
既
存
生
産
者
の
手
取
り
向
上
と
新
規
取

組
み
に
向
け
た
情
報
提
供
に
よ
り
、
生
産
出

荷
量
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

■
気
象
変
動
に
強
い
施
設
化
の
推
進

　
生
産
安
定
と
収
量
増
を
目
指
す
た
め
に
は
、

「
施
設
化
」
が
有
効
な
手
段
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
施
設
化
に
は
投
資
費
用
も
掛
か
り
、

特
に
冬
期
の
栽
培
ま
で
考
慮
す
る
と
雪
対
策

が
不
可
欠
と
な
る
た
め
、
よ
り
強
固
な
施
設

が
求
め
ら
れ
コ
ス
ト
が
上
が
り
ま
す
。
ま
た
、

施
設
内
の
温
度
を
維
持
す
る
熱
源
対
策
に
か

生産振興部

生
産
振
興
部
の
取
組
み

か
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
加
算
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
新
規
の
施
設
設
置
で
は
、
既
存

の
遊
休
施
設
な
ど
の
活
用
を
提
案
し
て
い
ま

す
。
一
例
と
し
て
、
花
き
ハ
ウ
ス
施
設
の
遊

休
利
用
、
水
稲
育
苗
後
の
後
利
用
な
ど
が
上

げ
ら
れ
ま
す
。
特
に
、
水
稲
育
苗
ハ
ウ
ス
で

は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
地
面
で
も
栽
培
が
可

能
な
、
隔
離
床（
鉢
っ
こ
等
）
の
活
用
も
提

案
し
て
い
ま
す
。
新
た
に
隔
離
床
栽
培
に
取

り
組
む
生
産
者
も
あ
り
、
広
が
り
を
見
せ
て

い
ま
す
。
今
年
度
の
成
果
等
を
収
集
・
分
析

を
し
な
が
ら
、
生
産
拡
大
に
向
け
て
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
果
樹
関
係
で
は
、
適
正
な
強
度
を

備
え
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
ト
レ
リ
ス
設
置

や
、
日
焼
け
防
止
や
防
雹
を
目
的
と
し
た
多

目
的
ネ
ッ
ト
等
を
備
え
た
モ
デ
ル
圃
を
県
下

複
数
箇
所
に
設
置
し
、
実
証
と
合
わ
せ
て
生

産
安
定
・
収
量
増
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
機
械
化
・
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進

　
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
最
先
端
技
術
の
開

発
・
商
品
紹
介
等
の
情
報
・
事
例
は
、
日
々

多
数
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
も
先
端
技
術

を
駆
使
し
た
新
し
い
農
業
ス
タ
イ
ル
を
提
唱

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
場
へ
の

最
先
端
技
術
導
入
に
つ
い
て
は
、
本
県
の
栽

培
環
境
や
状
況
に
も
考
慮
し
た
選
択
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
他
部
署
機
関
と
も
連
携
し
実

演
や
研
修
会
等
を
通
し
て
実
用
化
に
向
け
検

討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
機
械
化
で
は
、今
年
度
は「
農
業
用
ド
ロ
ー

ン
」
に
よ
る
防
除
作
業
を
実
証
し
導
入
効
果

の
検
証
に
取
組
み
ま
す
。
ま
た
、
果
樹
園
で

の
草
刈
作
業
に
お
け
る
自
動
草
刈
機
の
活
用

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
労
働
力
不
足
に
よ
る
生
産
減
を
機
械
化
に

よ
り
補
完
し
生
産
力
維
持
・
拡
大
に
結
び
付

け
る
よ
う
、
引
き
続
き
実
演
・
実
証
を
踏
ま

え
て
進
め
て
い
き
ま
す
。
更
に
、
収
穫
後
の

調
整
・
荷
造
り
に
対
す
る
対
応
も
重
要
で
あ

り
、
従
来
の
市
場
向
け
規
格
品
だ
け
で
な
く
、

出
荷
形
態
を
広
げ
た
対
応
に
販
売
・
営
業
部

署
と
も
連
携
し
て
Ｊ
Ａ
と
共
に
提
案
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

■
優
良
種
苗
の
安
定
生
産
推
進

　
所
管
す
る
野
菜
種
苗
セ
ン
タ
ー
で
は
、
優

良
種
苗
の
安
定
生
産
体
制
の
強
化
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
リ
ン
ゴ
苗
木
供
給

で
は
、
Ｊ
Ａ
出
資
法
人
に
委
託
し
フ
ェ
ザ
ー

苗
等
の
生
産
拡
大
の
方
向
で
進
め
て
お
り
、

本
年
度
は
５
万
本
の
フ
ェ
ザ
ー
苗
の
生
産
供

給
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
安
全
安
心
な
農
産
物
の
安
定
的
な

　
生
産
・
供
給
体
制
の
推
進

　
Ｊ
Ａ
長
野
県
グ
ル
ー
プ
で
は
安
全
・
安
心

な
農
産
物
供
給
を
行
う
た
め
、
農
林
水
産
省

の
Ｇ
Ａ
Ｐ
共
通
基
礎
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
完
全

準
拠
し
た
新「
長
野
県
Ｇ
Ａ
Ｐ
基
準
」、新「
長

野
県
適
正
農
業
規
範
」
等
に
グ
ル
ー
プ
を
あ

げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
３

年
６
月
に
食
品
衛
生
法
の
一
部
改
正
に
伴
う

「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ（
ハ
サ
ッ
プ
）」
に
よ
る
衛
生

管
理
の
義
務
化
へ
の
対
応
も
行
政
と
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
生
産
振
興
部
で
は
、
こ
れ
か

ら
も
「
持
続
可
能
な
長
野
県
農
業
」
を
目
指

し
、
農
業
生
産
現
場
に
積
極
的
に
出
向
き
、

Ｊ
Ａ
と
共
に
取
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

遊休ハウス（花）利用例

隔離床（鉢っこ）栽培風景

自動草刈機の実演（傾斜面も登りながら草刈り）

リンゴフェザー苗の生産圃場

2 1

重点事業方針



■
牛
乳
の
販
促
活
動

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
と
長
野
県
農
政
対
策
協
議

会
は
３
月
22
日
㈰
、
小
・
中
学
校
の
休
校
に

よ
り
、
学
校
で
飲
め
な
い
分
の
牛
乳
を
家
庭

で
飲
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、県
内
の
Ａ・コ
ー

プ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
店
５
店
舗
で
牛
乳
の
消
費

拡
大
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
乳
牛
は
健
康
の

た
め
に
毎
日
搾
乳
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
急

に
生
産
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

消
費
者
に
牛
乳
を
飲
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
生

産
者
の
支
援
に
な
り
ま
す
。
各
店
舗
の
店
頭

に
は
全
農
長
野
の
職
員
が
二
人
ず
つ
立
ち
、

「
今
こ
そ
、
日
本
の
酪
農
に
エ
ー
ル
を
」
と

書
か
れ
た
チ
ラ
シ
と
ミ
ル
メ
ー
ク
を
配
布
し

な
が
ら
「
牛
乳
を
飲
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
声

を
掛
け
ま
し
た
。受
け
取
っ
た
お
客
様
は「
牛

乳
は
毎
日
飲
ん
で
い
ま
す
」「
ミ
ル
メ
ー
ク

は
懐
か
し
い
で
す
ね
」
と
受
け
取
っ
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ
ル
と
長
野
県
庁
で

は
、
３
月
下
旬
に
購
入
運
動
を
行
い
、
多
く

の
職
員
が
牛
乳
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

県
内
で
は
２
７
０
戸
の
農
家
が
、
年
間

８
８
，
０
０
０
ト
ン
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

酪
農
課
は
今
後
も
、「
安
全
・
安
心
な
信
州

産
牛
乳
」
の
消
費
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

■
Ｊ
Ｒ
長
野
駅
前
で
県
産
農
畜
産
物
の

　
消
費
拡
大
を
呼
び
掛
け

　
Ｊ
Ａ
長
野
県
青
年
部
協
議
会（
県
青
協
）

は
３
月
24
日
㈫
朝
、
Ｊ
Ｒ
長
野
駅
前
で
県
産

農
畜
産
物
の
消
費
を
呼
び
掛
け
る
街
頭
活
動

を
行
い
、
全
農
長
野
も
こ
の
活
動
に
協
働
し

ま
し
た
。
県
青
協
の
役
員
、
Ｊ
Ａ
長
野
県
女

性
協
議
会
役
員
、
各
連
合
会
の
職
員
な
ど
が

県
産
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
と
ミ
ル
メ
ー
ク
、

「
た
べ
よ
う
！
の
も
う
！
か
ざ
ろ
う
！
」
と

書
か
れ
た
チ
ラ
シ
を
９
０
０
名
に
配
布
し
、

「
自
宅
で
飾
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
消
費
拡
大

を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
通
勤
途
中
の
方
が
多

く
、
笑
顔
で
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

■
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
を
買
っ
て
応
援

　
Ｊ
Ａ
長
野
県
と
長
野
県
は
、
花
き
生
産
者

を
応
援
し
よ
う
と
、
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
の

購
入
運
動
を
行
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ

ル
、
Ｊ
Ａ
東
信
・
南
信
・
中
信
会
館
、
長
野

県
庁
の
職
員
か
ら
２
回
に
わ
た
っ
て
予
約
注

文
を
受
け
付
け
、
３
月
下
旬
と
４
月
下
旬
に

各
場
所
に
届
け
ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き

こ
の
運
動
を
継
続
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
全
農
が
運
営
す
る
産
地
直
送
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販「
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン　
僕
ら
は

お
い
し
い
応
援
団
」
で
は
３
月
か
ら
生
産
者

支
援
緊
急
企
画
と
し
て
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア

等
の
特
別
販
売
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

■
東
信
事
業
所
管
内
の
小
中
学
校
の

　
新
入
生
に
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
の
花
束
を

　
贈
呈
し
ま
し
た
！

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
と
東
信
管
内
Ｊ
Ａ（
Ｊ
Ａ

長
野
八
ヶ
岳
・
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
）
は
、
４
月

６
日
㈪
の
入
学
式
に
合
わ
せ
、
南
佐
久
５
町

村
の
小
中
学
校
10
校
、
並
び
に
、
佐
久
穂
町

立
佐
久
穂
小
学
校
１
校
の
合
計
11
校
の
新
入

生
３
３
３
名
を
対
象
に
、
地
元
Ｊ
Ａ
佐
久
浅

間
産
の
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
の
花
束
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
国
内

感
染
拡
大
に
伴
い
花
の
需
要
が
落
ち
込
み
、

販
売
単
価
下
落
に
よ
る
農
家
経
営
の
影
響
が

危
惧
さ
れ
ま
す
の
で
、
県
内
花
き
生
産
農
家

を
応
援
す
る
た
め
、
花
き
消
費
の
喚
起
と
地

元
産
の
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
の
認
知
度
向
上

を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　
南
佐
久
５
町
村
の
小
中
学
校
に
贈
ら
れ
た

花
束
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の

「
三
ツ
山
マ
ー
ク
」「
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
」「
信

州
力（
し
ん
し
ゅ
う
り
き
）」
に
加
え
、「
ご

入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
添
え
ら

れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
ま
し
た
。

　
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
や
延
期
さ
れ
る

中
、
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
の
花
束
を
贈
ら
れ

る
こ
と
で
、
新
入
生
や
ご
家
族
の
皆
様
が
少

し
で
も
明
る
い
気
持
ち
に
な
り
、
も
っ
と
花

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
と
あ
り
が
た
い

で
す
。

　
今
後
も
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
長
野
県
系
統
農

産
物
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
繋
が
る
よ
う
、

継
続
的
に
宣
伝
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

■
Ｊ
Ｒ
長
野
駅
で

　
長
野
県
産
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
の
展
示
を

　
始
め
ま
し
た
！

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
、
４
月
９
日
㈭
に
東
日

本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
の
ご
協
力
を
頂
き
、

花
の
消
費
喚
起
と
長
野
県
産
花
き
の
認
知
度

向
上
の
た
め
、
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
の
展
示

を
行
い
ま
し
た
。

　
長
野
県
は
花
の
生
産
が
盛
ん
で
一
年
中
出

荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
展
示
し
た
ア
ル
ス
ト
ロ

メ
リ
ア
も
技
術
や
品
種
の
改
善
に
よ
っ
て
年

中
出
荷
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
４
月
は
最
も
出

荷
数
量
が
多
い
時
期
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
人
が
集
ま
る
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
の
中
止
や
店
舗
の
休
業
な
ど
に
よ

り
、
花
の
消
費
が
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
展

示
を
通
し
て
長
野
県
の
花
の
素
晴
ら
し
さ
を

多
く
の
皆
さ
ん
に
見
て
頂
き
、
低
迷
す
る
長

野
県
産
切
り
花
の
消
費
喚
起
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
花
に
は
心
を
癒
す
、
季
節
感
が
出
て
お
部

屋
が
華
や
ぐ
、
な
ど
た
く
さ
ん
の
魅
力
や
効

果
が
あ
り
ま
す
。
ご
自
宅
で
過
ご
す
時
間
が

長
い
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
長
野
県
産
の
花
を

楽
し
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
信
州
ア
ル
プ
ス
牛
の
購
入
運
動

　
Ｊ
Ａ
長
野
県
と
長
野
県
は
、
牛
肉
の
消
費

低
迷
を
受
け
、
肉
牛
生
産
者
を
応
援
し
よ
う

と
信
州
ア
ル
プ
ス
牛
の
購
入
運
動
を
行
い
ま

し
た
。
Ｊ
Ａ
ビ
ル
、
Ｊ
Ａ
東
信
・
南
信
・
中

信
会
館
、
県
庁
、
長
野
・
松
本
合
同
庁
舎
よ

り
予
約
注
文
を
受
け
付
け
、
合
計
９
８
７

パ
ッ
ク（
４
０
０
ｇ
／
パ
ッ
ク
）
を
各
場
所

に
届
け
ま
し
た
。

　
県
内
の
肉
牛
生
産
者
か
ら
丹
精
込
め
て
作

ら
れ
た
美
味
し
い
信
州
産
牛
肉
を
、
ぜ
ひ
食

卓
で
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。

生
産
販
売
部
・
畜
産
酪
農
部

県産
農畜産物の
消費拡大を！

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
農
畜
産
物
の
消
費
に
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

J
A
全
農
長
野
は
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
い
、
消
費
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

A・コープでの牛乳の販促活動

僕らはおいしい応援団または

こちらからぜひお買い求めください
https://www.ja-town.com/shop/c/c3801
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Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
３
月
26
日
㈭
、
令
和
２

年
度
会
員
会
議
を
Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ
ル
で
開
催

し
ま
し
た
。

　
雨
宮
勇
運
営
委
員
会
会
長
が
議
長
を
務
め
、

豊
田
実
副
会
長
と
小
林
哲
男
県
本
部
長
が
事

業
計
画
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
雨
宮
会
長
は
あ
い
さ
つ
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る
影
響
に
触
れ

「
国
内
消
費
が
冷
え
込
み
、
農
畜
産
物
の
需

要
が
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
外
国
人

技
能
実
習
生
の
受
け
入
れ
へ
の
支
障
等
に
よ

り
、
農
畜
産
物
の
生
産
販
売
や
流
通
が
滞
り
、

農
村
地
域
へ
の
影
響
は
、
今
後
さ
ら
に
大
き

く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
行
政
と
連

携
し
、
県
産
花
き
や
牛
乳
の
消
費
拡
大
運
動

等
、
県
内
生
産
者
に
必
要
な
支
援
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
」
と
力
を
込
め
ま
し
た
。

　
全
農
長
野
は
令
和
２
年
度
の
総
供
給
販
売

高
計
画
を
、
前
年
度
計
画
と
ほ
ぼ
同
額
の
２
，

７
６
９
億
円
と
し
、
主
な
取
組
み
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
積
極
的
な
生
産
振
興
に
基
づ
く
農
業
生
産

基
盤
の
維
持
強
化
の
た
め
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ

ン
と
プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト
に
基
づ
く
生
産
提

案
の
他
、
生
産
安
定
と
収
量
増
を
目
指
し
た

施
設
化
推
進
と
災
害
に
強
い
農
業
の
普
及
推

進
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及
、
優
良
種
苗
の

安
定
供
給
を
図
り
ま
す
。

　
販
売
力
強
化
と
コ
ス
ト
低
減
に
よ
る
農
家

手
取
り
最
大
化
の
た
め
、
重
点
実
需
者
へ
の

総
合
品
目
供
給
と
、
付
加
価
値
を
高
め
た
商

品
開
発
に
よ
り
販
売
力
を
強
化
し
ま
す
。
パ

レ
ッ
ト
輸
送
な
ど
効
率
的
な
輸
送
体
系
の
構

築
で
、
物
流
コ
ス
ト
抑
制
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
生
産
資
材
・
出
荷
資
材
の
規
格
や

原
材
料
の
集
約
や
見
直
し
、
低
価
格
モ
デ
ル

農
機
の
共
同
購
入
、
中
古
農
機
流
通
の
拡
充

で
生
産
コ
ス
ト
抑
制
を
進
め
ま
す
。

令
和
2
年
度　
会
員
会
議
を
開
催

〜
2
，7
6
9
億
円
の
事
業
取
扱
高
を
目
指
す
〜

改
革
推
進
・
企
画
課

事業計画の詳細を説明する小林県本部長

あいさつをする雨宮会長

事業計画を説明する豊田副会長

果
実
課

販
売
流
通
企
画
課

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
が
原
料
を
供
給
し
て
い
る

リ
ン
ゴ
加
工
品
２
商
品
が
、
内
臓
脂
肪
を
減

ら
す
効
果
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
成
分

「
プ
ロ
シ
ア
ニ
ジ
ン
」
が
含
ま
れ
て
い
る
機

能
性
表
示
食
品
と
し
て
販
売
開
始
と
な
り
ま

し
た
。

　
森
食
品
工
業
㈱
の
リ
ン
ゴ
無
調
味
乾
燥
品

「
毎
日
ア
ッ
プ
ル（
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド
）」（
＝

写
真
左
）
は
、
原
料
の
特
徴
を
最
大
限
に
生

か
す
と
同
時
に
、
プ
ロ
シ
ア
ニ
ジ
ン
の
含
有

量
を
高
め
る
た
め
、
無
調
味
乾
燥
法
と
し
ま

し
た
。

　
長
野
興
農
㈱
の
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス「
毎
日

ア
ッ
プ
ル（
ス
ト
レ
ー
ト
）」（
＝
写
真
右
）は
、

加
熱
に
よ
り
プ
ロ
シ
ア
ニ
ジ
ン
が
減
少
す
る

こ
と
か
ら
、
加
熱
処
理
回
数
を
抑
え
て
製
造

し
ま
し
た
。

　
商
品
化
に
あ
た
り
、
農
研
機
構
食
品
研
究

部
門
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
て
い
る
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
全
農
長
野
の
試
験
研
究
機

関
で
あ
る
（
一
社
）
長
野
県
農
村
工
業
研
究

所
、
森
食
品
工
業
、
長
野
興
農
が
参
画
し
、

品
種
別
の
加
工
適
正
、
製
造
方
法
や
製
造
工

程
中
の
プ
ロ
シ
ア
ニ
ジ
ン
量
の
変
化
、
損
失

度
合
い
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
２
０
１
５
年
４
月
に
施
工
さ
れ
た
「
機
能

性
表
示
食
品
」
制
度
で
は
、
農
産
物
な
ど
の

生
鮮
品
や
加
工
食
品
で
機
能
性
を
表
示
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
、
本
制
度
の
積
極
的
な

活
用
に
よ
る
国
産
リ
ン
ゴ
生
鮮
や
加
工
食
品

で
の
高
付
加
価
値
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
両
商
品
と
も
、
全
農
が
運
営
す
る
産
地
直

送
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販「
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
」

内
の
全
農
長
野「
僕
ら
は
お
い
し
い
応
援
団
」

https://w
w
w
.ja-tow

n.com
/shop/

c/c3801/

に
て
販
売
中
で
す
。

　
４
月
１
日
㈬
よ
り
、
農
産
物
品
目
総

合
消
費
宣
伝
事
業
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
長
野

駅
の
在
来
線
自
動
改
札
機
に
、
本
会
の

３
つ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク（「
三
ツ
山
マ
ー

ク
」「
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
」「
信
州
力（
し

ん
し
ゅ
う
り
き
）」）
が
入
っ
た
ス
テ
ッ

カ
ー
広
告
の
掲
出
を
始
め
ま
し
た
。
こ

の
改
札
口
は
、
Ｊ
Ｒ
在
来
線（
特
急
し

な
の
含
む
）
と
し
な
の
鉄
道
の
利
用
者

が
主
に
使
用
す
る
も
の
で
、
通
勤
や
通

学
を
中
心
に
１
日
の
平
均
乗
車
人
員
は

２
万
人
以
上
で
す
。
ま
た
、
改
札
口
の

前
は
、
駅
の
東
西
を
つ
な
ぐ
連
絡
通
路

と
な
っ
て
お
り
、
北
陸
新
幹
線
を
利
用

す
る
場
合
で
も
善
行
寺
方
面
や
小
布

施
・
湯
田
中
方
面
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
際

に
通
過
す
る
場
所
で
す
。

　
ス
テ
ッ
カ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
は
視
認
性

を
高
め
る
た
め
、
三
ツ
山
マ
ー
ク
・
本

会
ロ
ゴ
・
信
州
力
を
シ
ン
プ
ル
に
配
置

し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
農
産
物
Ｐ

Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
信
州
力
」
が
、

子
供
た
ち
へ
の
親
し
み
や
す
さ
も
期
待

さ
れ
ま
す
。
今
後
も
、
長
野
県
系
統
農

産
物
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
繋
が
る
よ

う
、
継
続
的
に
掲
出
し
ま
す
。

１
．
期
間　

	

２
０
２
０
年
４
月
１
日
㈬
～

２
０
２
１
年
３
月
31
日
㈬

２
．
場
所

　
Ｊ
Ｒ
長
野
駅

　
在
来
線	

改
札
口
自
動
改
札
機

県
産
リ
ン
ゴ
加
工
品
、

機
能
性
表
示
食
品
と
し
て
商
品
化

J
R
長
野
駅 

在
来
線 
改
札
機
に

ス
テ
ッ
カ
ー
広
告
の
掲
出
を

始
め
ま
し
た

ステッカー広告を掲出した
改札機 

Reports

6 5



現在、県下JAでは「エーコープ新茶」
の重点推進を実施しております。
新茶は4月下旬から5月中旬に茶摘
みされた『一番茶』の新芽を使用して
おります。その年初めて萌芽した芽を
摘む一番茶は、旨み成分であるテア
ニンが多く含まれており、二番茶と比
較して苦みが少なくまろやかな旨み
と味わいがあります。
新茶の時期にしか味わえないさわや
かな香りをどうぞご堪能ください！

生活課より

～旬の香り～ 美味しいお茶をあなたに！

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
野
菜
花
き
課
と
き
の
こ
課

は
今
年
度
、
そ
れ
ぞ
れ
が
行
う
プ
レ
ゼ
ン
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
テ
ー
マ
や
デ
ザ
イ
ン
を
統

一
し
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
野
菜
と
き

の
こ
の
販
売
促
進
の
相
乗
効
果
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」（
エ
ス
・
デ
ィ
ー
・
ジ
ー
ズ	

持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
や
「
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
」（
持
続
可
能
性
）
と
い
っ
た
社
会

を
目
指
す
潮
流
を
背
景
に
、
ま
る
ご
と
・
全

部
と
い
う
意
味
を
持
つ
言
葉「
ま
る
っ
と
」

と
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
据
え
、
使
い
切
り
レ

シ
ピ
や
保
存
方
法
、
栄
養
価
な
ど
、
野
菜
や

き
の
こ
の
食
材
と
し
て
の
魅
力
を
消
費
者
に

お
得
な
情
報
と
し
て
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、

レ
シ
ピ
開
発
に
は
テ
レ
ビ
出
演
な
ど
も
多
く

主
婦
層
の
支
持
が
厚
い
Ｃ
ｈ
ｅ
ｆ
ｏ
ｏ
Ｄ
ｏ

／
五
十
嵐
美
幸
シ
ェ
フ（
中
国
料
理「
美
虎
」

オ
ー
ナ
ー
）
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
家
庭

内
消
費
を
促
進
し
ま
す
。

　
野
菜
で
は
、
よ
り
多
く
の
方
に
広
く
県
産

野
菜
の
情
報
を
お
伝
え
で
き
る
よ
う
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
を
積
極
的
に
活
用
し
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
商
品
購
入
を
応

募
条
件
と
し
な
い
）
を
実
施
し
ま
す
。
き
の

こ
で
は
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
商

品
購
入
を
応
募
条
件
と
す
る
）
と
、
消
費
者

が
参
加
で
き
る
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
使
う

「
ウ
チ
で
作
っ
た
よ
！
Ｗ
Ｅ
Ｂ
フ
ォ
ト
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
組
み
合
わ
せ
、
店
頭
で
商
品

を
手
に
取
っ
て
い
た
だ
く
機
会
を
増
や
す
取

組
み
と
し
ま
す
。

　
長
野
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
農
産
物
の
総
合

供
給
基
地
で
あ
る
特
性
を
活
か
し
、
有
利
販

売
に
つ
な
が
る
よ
う
推
進
し
ま
す
。

『
ま
る
っ
と
お
い
し
く
！
』や
さ
い
＆
き
の
こ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

野
菜
花
き
課
・
き
の
こ
課

ChefooDoについて
卓越した料理の知識、知恵、見識と技術を携えた料理のプロが集った団体
です。食育を意識することの大切さを広めること、日本の食文化や食材は
もちろんのこと、地域
ならではの食材や伝統
的料理を守り様々な世
代に伝えていくことを
テーマにしています。	
「食」の力で	「笑顔」を
増やしていきたいと願
い活動しています！

五十嵐	美幸	シェフ
広東•四川・上海•北京料理の枠を超え、日本
人の考える「日本の中国料理」を生み出すシェ
フです。中国料理「美虎」のオーナーシェフ。

ChefooDoについて

Reports

78



　

世
界
的
に
も
日
本
に
お
い
て
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
止
ら

な
い
中
、
政
府
は
４
月
16
日
全
国
に
緊
急

事
態
宣
言
を
発
令
し
ま
し
た
。
日
本
に
お

け
る
感
染
者
数
は
４
月
20
日
現
在
で

１
万
１
８
５
０
人
、
長
野
県
で
は
52
人
の

状
況
で
す
が
楽
観
視
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

全
農
長
野
と
し
ま
し
て
も
県
外
販
売

事
務
所
を
優
先
に
対
策
を
講
じ
て
き
ま

し
た
が
、
在
宅
勤
務
に
必
要
な
機
器
が

十
分
に
行
き
渡
ら
な
い
状
況
で
す
。
テ

レ
ワ
ー
ク
や
テ
レ
ビ
会
議
等
を
駆
使
し

た
仕
事
の
ス
タ
イ
ル
が
広
が
り
つ
つ
あ

り
、
通
勤
や
会
議
、
組
織
的
活
動
等
の

仕
事
の
在
り
方
な
ど
、
本
質
的
な
働
き

方
改
革
が
す
す
ん
で
い
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

昨
年
の
４
月
は
低
温
傾
向
で
あ
り
ま

し
た
が
、
今
年
は
３
月
よ
り
暖
か
く
県

内
平
均
気
温
を
更
新
し
て
い
き
そ
う
と

の
こ
と
で
す
。
既
に
３
月
の
平
均
気
温

が
信
濃
町
、
飯
山
、
白
馬
で
観
測
史
上

最
高
を
更
新
し
、
い
ず
れ
も
平
均
を
３
・

４
度
か
ら
２・
４
度
上
回
っ
た
そ
う
で
す
。

（
長
野
地
方
気
象
台
）
作
物
の
苗
・
生
育

も
早
ま
り
そ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
農
繁

期
へ
と
入
っ
て
い
き
ま
す
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
は
も
と
よ
り
、
体

調
に
十
分
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。�

（
Ｙ
）

区分
部門 実　績 計画比 前年比

野 菜 種 苗 セ ン タ ー 200 89 90 

生 産 振 興 部 計 200 89 90 

米 穀 19,592 102 103 

果 実 35,141 100 98 

野 菜 花 き 58,912 89 88 

き の こ 19,570 89 99 

営 業 13,262 83 96 

生 産 販 売 部 計 146,476 93 94 

包 装 資 材 8,476 93 100 

生 産 資 材 14,998 99 97 

農 業 機 械 6,802 95 91 

施 設 住 宅 6,868 139 131 

生 産 購 買 部 計 37,143 102 101 

畜 産 12,903 102 94 

三 岳 牧 場 321 109 101 

SPF 繁 殖 セ ン タ ー 306 102 102 

酪 農 18,651 100 98 

八 ヶ 岳 牧 場 241 94 101 

畜 産 酪 農 部 計 32,422 100 96 

燃料・ホームエネルギー 25,238 93 92 

Ｓ Ｓ 協 同 経 営 10,578 94 93 

生 活 11,580 96 97 

生 活 部 計 47,396 94 94 

長 野 県 本 部 計 263,637 95 95 

令和元年度 3 月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況▶

( 単位：百万円、％ )

（内部販売高含む）

5月のラジオ番組表▶
放送日時 放送局 番組名 放送内容（予定）

5/27（水）
11：50

SBC
ラジオ

坂ちゃんの
ずくだせえぶりでい内
「暮らしの応援団」

きのこ課

毎週火曜日
16：10

SBC
ラジオ

情報わんさかＧＯ！ＧＯ！
ワイドらじ☆カン内
「ミルクマガジン」

信州の牛乳・乳製品
に関する様々な情報
をお届け。リスナープ
レゼントもあります。

令和元年度　定年退職者紹介

令和２年度　新採用職員紹介

■２列目左から　　飯吉木乃実、丸山太一、山岸徹也、霜鳥幸志郎、横山文香、永田大貴、長谷部雄一	 	
■１列目左から　　�新保裕也、青木管理部長、湯本副本部長、豊田副会長、雨宮会長、嶌田県本部長、岡村副本部長	 	

川手人事課長、小林和博
� 対象者は太字で表記

■２列目左から　　�内田信一、平林一志、征矢有二、依田秀樹、山岸功、佐々木俊幸、松田正隆	
■１列目左から　　�清水則子、湯本副本部長、小林県本部長、雨宮会長、豊田副会長、嶌田本部長付、岡村副本部長、	

荻原正雄
� 対象者は太字で表記

「きのこと牛肉のきんぴら」
今月のおすすめレシピ

■ワンポイント・アドバイス
彩りがキレイなきんぴらです。
お弁当や常備菜に。
レタス類で包むのもおすすめです。

■材料（2人分）
お好みの信州きのこ� 200ｇ
（ぶなしめじ・えのきたけ・エリンギ）
牛肉（細切り）� 100ｇ
ピーマン� 1個
人参� 1/3本
鷹の爪� 1/2～1本

醤油� 大さじ1.5
砂糖� 大さじ1
酒� 大さじ1
白ごま� 適量
ごま油� 大さじ1/2

■作り方
①�きのこは株元を切り落とし、お好みの長さにカット
または小房に分ける。牛肉、人参は細切りに、ピー
マンは種を取り細切りにする。鷹の爪は種を取り除
き小口切りにする。

②�フライパンにごま油を熱し、牛肉を炒めたら、きのこ、
ピーマン、人参、鷹の爪を加えて全体がしっとりす
るまで炒める。

③�②に醤油、砂糖、酒を加えて水分が少なくなるまで
炒め、白ごまを加える。

※写真のレシピはぶなしめじ100ｇ・エリンギ100ｇを使用しています。
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JA 全農長野ホームページ https://www.nn.zennoh.or.jp
インターネットで産地直送「JAタウン」 https://www.ja-town.com
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